
図2 課題解決型ワークショップの流れ 

図 3 芦屋町とのグループディスカッションの様子 
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【目的・背景】 

九州女子大学・九州女子短期大学(以下、｢本学｣)で

は、｢地域に根ざした実践教育を展開する大学｣として、

平成27年6月1日に地域教育実践研究センター(以下、｢本

センター｣)を設置した。本センターでは、｢学生の質保

証の強化｣、｢大学の教育・研究機能の活用｣および｢地域

との共生｣の3本柱を軸として、本学の地域貢献(型)によ

る大学創りに取り組んでいる(図1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その地域貢献(型)による大学創りの取り組みの一つと

して、実践教育の場で社会の期待に応えられる学生の育

成、ならびに芦屋町の地域課題解決のため、平成28年3

月に｢包括的地域連携に関する協定｣を締結した。 

本報では、平成28年度から平成29年度までの芦屋町を

フィールドとした｢九女型人材育成プログラム(芦屋町課

題発見プログラム)｣の取り組みを報告する。 

 

【実践内容】 

九女型人材育成プログラムの実践方法 

1. 課題解決型ワークショップ 

(目的) 

本学の人材育成ビジョンとして基本的・汎用的能力

を持つ強くてしなやかな女性の育成を掲げている。特

にこれからの社会で必要となる力として、知識を活用

して問題を解決するリテラシーと人と自分にベストな

状態をもたらそうとするコンピテンシーをあわせ持つ

ジェネリックスキルを身につけさせることを目的とし

ている。 

(対象学生) 

九州女子大学 家政学部 人間生活学科 1年生 34名 

(内容) 

  芦屋町の課題について、ジグソー学習法を用いて、

課題解決学習を実施する。 

①個人読解 

一人一種類の教材を読み込む 

②専門家グループ 

同じ教材を担当する学生同士が内容を互いに確認の

うえ共有し、共有した内容を他者へ伝える方法を考

える。 

 ③ジグソー 

元のグループに戻り、確認した資料を互いに説明

し、全資料から見えてくる全体像をまとめる。 

(効果) 

ここでは、リテラシーを育成するため、本学の学生

が一番苦手とする問題解決力を情報収集、情報分析、

課題発見をすることで想像力を養い、問題を解決する

力を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ファシリテーターの養成 

 前年度に九女型人材育成プログラムで課題解決型ワー

クショップ経験者である人間生活学科の2年生の中でフ

ァシリテーター養成の希望者を対象に約1年間、芦屋町

の課題発見を行う準備を進める。 

①芦屋町についての調査 

芦屋町の散策、自治体の説明、町民とのグループワ

ークなどを経て芦屋町を知る。 

②課題テーマの設定 

芦屋町で調査した内容について、BS法、KJ法を用い

て課題テーマを抽出する。テーマ決定後、カテゴリ

ーに分類し、カテゴリー毎に小テーマを設け、資料

内容を決定していく。 

③資料作成 

課題テーマに基づき、カテゴリー別の小テーマ毎に

班別に資料を集める。複数の資料を持ち寄り、資料

の有効性を精査し、ジグソー学習のためのワークシ

ートを作成する。このワークシートについては、ワ

ークの回答まで作成し、資料集とワークシートに大

別し、資料を完成させる。 

④課題解決型ワークショップ 

芦屋町の一定の知識を1年間で学習した学生(人間生

活学科2年生)が、芦屋町の知識を有しない学生(人

間生活学科1年生)に対し、ジグソー学習法を用いて

芦屋の課題を解決し、成果発表を行なう。 

 

 

 

 

 

図1 地域教育実践研究センターの役割 



 表 1 具体的内容および分類分け 

 図 4 さわらサミットにおいてパネルの展示・ビオラの配布 

 表 2 九州女子大学対象学生1年生 
(課題解決ワーク型ショップ参加者) 

 表3 九州女子大学対象学生2年生 
(課題解決型ワークショップファシリテーター) 

【実践結果】 

芦屋町が抱える課題を課題解決型のワークショップに

おいて、具体的内容を提示し、4項目のカテゴリー別に

分類した(表1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その成果を芦屋町へ報告し、町が抱える課題を踏まえ

た実践活動として、平成29年度は、｢2.イベントの企

画・実施｣および｢4.観光のための環境整備｣の観点か

ら、芦屋町で開催された｢さわらサミット(H30.2.24、25

開催)｣において、学生が作成した学術パネルを展示し、

このパネル付近に学生が育てた花(ビオラ※)の花を飾り

つけた。ビオラで華やかな空間を形成し、最終日には来

場者に無料配布した。学生が育てたビオラを通じてさわ

らサミットの思い出を形に残すとともに、芦屋町の紹介

カードを併せて渡すことで、町のPRを行った。 

※ビオラ/育ちが早く開花時期が長いため、初心者でも育てやすい。花言葉が｢信頼｣

であることから、本学と信頼関係の意味を込めてビオラを選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、学生のジェネリックスキルの伸びの状況をプロ

グテストによって客観的な評価を行った(表2、表3)。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【考察・今後の展開】 

プログテストは、課題解決型ワークショップ終了後、学

年最後の 2 月に実施したものである。このプログテスト

により、九女型人材育成プログラムでの 2 年次に実施し

たファシリテーター養成は、ジェネリックスキルを身に

つけるための一定の効果が伺える。 

 地域活動を実践するにあたっては、その後の活動を充

実した活動にするため、基礎力を身につける必要がある。

この九女型人材育成プログラムは、実践力を身につける

ファシリテーター養成プログラムとして位置付けていく

必要性がある。 
 また、地域活動を行なう際に活動に対してのムラをな

くすため、本プログラムが本学の地域活動にどのような

影響を与えていくのか、双方向からの客観的なデータを

基に考察していく必要がある。 
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